
長野県長野市

社会資本総合整備計画書

（長野駅東口周辺の安全・安心で快適なまちへの再生）

平成27年 3月



平成２７年　３月　２日

1 長野駅東口周辺の安全・安心で快適なまちへの再生

平成27年度　～　平成30年度　（4年間） 長野県長野市

・長野駅を交通結節点として利用するバスの台数を2,582台/月（H26）から2,750台/月（H30）に増加。

・長野駅周辺第二土地区画整理区域内の公共用地率を30.84％（H26）から39.29％（H30）に増加。

（H26末） （H28末） （H30末）

長野駅を交通結節点として利用するバスの台数の増加

バス待機場利用台数を活用

防災機能の向上を図るオープンスペースの増加率

区域内における公共用地率＝公共用地面積／施行区域面積

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

30.84% 35.07% 39.29%

効果促進事業費の割合

0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

市町村名

全体事業費

（百万円）

（事業箇所）

０百万円

交付対象事業

Ｂ全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

4,957.9百万円

事業者

要素となる事業名

Ａ 4,957.9百万円 ０百万円 Ｃ

　長野駅の東口周辺に位置する当地区は、立地する条件の良さから経済成長と共に無秩序な市街化が急速に進んだ地域であり、駅前広場や道路・公園等の公共施設整備の遅れ、密集木造住宅の存在など、生活環境の低

下や防災上において支障を来たしている。

　このため、土地区画整理事業により都市型利便性を生かした居住環境の整備や都市防災対策の向上、更には市の玄関口にふさわしい交通結節点機能の強化を図るなど多様な機能を持ち併せたまちづくりを促進し、安

全・安心で快適な中心市街地の再生を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

2,582台/月 2,650台/月 2,750台/月

計画の目標

別紙５－１

社会資本総合整備計画

計画の名称

計画の期間 交付対象

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

A-1 道路 一般 長野市 直接 長野駅周辺第二地区 長野市 4,957.9

合計 4,957.9

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

（百万円）

（事業箇所）

長野市 区画整理　58.2ha

全体事業費

（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

市町村名

港湾・地区名

番号 事業者 要素となる事業名

事業内容

市町村名



（参考図面）道路（区画）

計画の名称 1 長野駅東口周辺の安全・安心で快適なまちへの再生

計画の期間 平成27年度　～　平成30年度　（4年間） 長野県長野市交付対象

長長長長 野野野野 駅駅駅駅

至至至至 長野東ＩＣ長野東ＩＣ長野東ＩＣ長野東ＩＣ

A-1 道路（区画）

長野駅周辺第二地区

0
500100

ホクト文化ホール

長野駅東口周辺の安全・安心で快適なまちへの再生

Ａ＝58.2 ha

凡例

基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業


